
為替週間展望＝ドル円は上昇基調が継続か

　　　　　　　　　　［３月２８日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 21 日～ 3 月 25 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  119.07   122.44(25)    119.04(21)    121.83   +2.66

ユーロ・ドル  1.1034   1.1070(21)    1.0961(22)    1.1028   -0.0023

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,149.84    +1322.41     日本10年債利回り   0.240   +0.031

ダウ平均株価    34,707.94      -46.99     米10年債利回り     2.372   +0.222

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２８日　バイデン米大統領が２０２３年度（２０２２年１０月－２０２３年９月）の

　　　　予算教書を発表

２９日　日本２月有効求人倍率、日本２月雇用統計

　　　　豪２月小売売上高

　　　　米１月住宅価格指数、米１月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米３月消費者信頼感指数

３０日　日本２月小売業販売額

　　　　スイス３月ＫＯＦ先行指数

　　　　独３月消費者物価指数速報値

　　　　米３月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

３１日　日本２月鉱工業生産指数速報値

　　　　豪２月住宅建設許可件数

　　　　中国３月製造業購買担当景気指数

　　　　英第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　独３月雇用統計

　　　　ユーロ圏２月雇用統計

　　　　米２月個人所得・支出、米新規失業保険申請件数

　　　　米３月シカゴ購買部協会景気指数

１日　　日銀短観（３月調査）

　　　　中国３月財新製造業購買担当景気指数

　　　　スイス３月消費者物価指数

　　　　独３月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英３月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏３月消費者物価指数、スイス２月小売売上高

　　　　米３月雇用統計

　　　　米３月製造業ＰＭＩ

　　　　米３月ＩＳＭ製造業景況指数、米２月建設支出

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円はドル買い円売りのスタンスが継続して、１６日に一時１１

９．１２付近まで上昇して、２０１６年２月以来、６年１か月ぶりの高値圏まで上昇し

た。ドル円は底堅いものの、テクニカル面での過熱感も強く、１１８円台を中心とする

もみ合いが続くとした。

　　　　

【米国での利上げペース加速観測強まる】

　　３月１５～１６日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で、ＦＯＭＣメンバーによ
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る政策金利見通し（いわゆるドットチャート）では、今年末の政策金利の予想中央値は

１．８７５％となり、今年は年末までに７回の利上げを見込むこととなった。パウエル

議長は記者会見で、経済の強さやインフレ率の高さを考慮すると今後の会合でも利上げ

を続けるのが適切と述べ、バランスシートの縮小は早ければ５月の会合で開始を決定す

るとした。

　　

　ＦＯＭＣでのタカ派姿勢に加えて、２１日の講演でパウエル議長は０．２５％を超え

る大幅利上げの可能性に言及した。また、このところはパウエル議長以外のＦＯＭＣメ

ンバーからも高すぎるインフレ率への警戒感と一段の利上げを容認、ないしは支持する

発言が相次いでいる。一方で、日銀は１８日の金融政策決定会合の結果発表で緩和姿勢

の継続を表明しており、日米の金融政策の違いがドル買い円売りの動きにつながってい

る。

　　

　利上げペースが今後加速するとの観測から、米１０年債利回りも２３日に一時２．

４％台に乗せるなど上昇傾向にあり、ドル高基調が継続している。ドル円は２２日に１

２０円の節目を超えると、その日のうちに１２１円に一時乗せた。その後も上昇基調が

継続している。２４日には２０１６年１月２９日の高値１２１．６９を上抜き、１２２

円台半ばまで上昇した。

　　

　ボリンジャーバンド＋２Σに沿って大きく上値を伸ばしてきたことで、テクニカル的

な過熱感が高まりつつある。ストキャスティクスやＲＳＩ（相対力指数）は買われすぎ

圏の水準に位置しており、修正安に転じる可能性もある。

　　

　３月２８日の週には４月１日に３月の米雇用統計やＩＳＭ製造業景況指数など、注目

度の高い経済指標の発表が相次ぐ。米国の雇用に加えて他の経済指標でも堅調な流れが

続くようなら、一段とドル高に振れる可能性が高まり、ドル円は上昇基調が継続しそう

だ。ドル円の目先の予想レンジは、１１９．５０～１２４．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２９日に日本２月有効求人倍率、日本２

月雇用統計、米１月住宅価格指数、米１月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米３月消

費者信頼感指数、３０日に日本２月小売業販売額、米３月ＡＤＰ雇用統計、米第４四半

期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、３１日に日本２月鉱工業生産指数速報値、米２月個人

所得・支出、米新規失業保険申請件数、米３月シカゴ購買部協会景気指数、１日に日銀

短観（３月調査）、米３月雇用統計、米３月製造業ＰＭＩ、米３月ＩＳＭ製造業景況指

数、米２月建設支出などがある。

　　

【ユーロドルは１．１０００ドル付近での振幅か】

　米国での利上げペースの加速観測などにより、ドル買いの流れとなっており、ユーロ

ドルはやや上値の重い動きとなっている。もっともユーロ円がドル円に追随して堅調に

推移していることもあり、ユーロドルは大きな下げは見せていない。

　　

　３月２４日に発表された３月の独製造業ＰＭＩ、独非製造業ＰＭＩ、ユーロ圏製造業

ＰＭＩ、ユーロ圏非製造業ＰＭＩがいずれも事前予想を上回る結果となっており、ユー

ロドルの下支え要因となっている。ロシアとウクライナの停戦交渉は不透明でユーロド

ルの上値を抑える要因となりそうだ。こうした中、ユーロドルは１．１０００ドルを挟

んで一進一退の動きが続くとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０８５

０～１．１２００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２９日に豪２月小売売上高、３０日にスイ

ス３月ＫＯＦ先行指数、独３月消費者物価指数速報値、３１日に豪２月住宅建設許可件

数、中国３月製造業購買担当景気指数、英第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、独

３月雇用統計、ユーロ圏２月雇用統計、１日に中国３月財新製造業購買担当景気指数、

スイス３月消費者物価指数、独３月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月製造業ＰＭＩ確

報値、英３月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月消費者物価指数、スイス２月小売売上

高などがある。
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